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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 235,397 28.8 △465 － △230 － △776 －

2022年３月期第３四半期 182,719 － 602 － 1,087 － 490 －

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 △1,102百万円（－％） 2022年３月期第３四半期 452百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 △71.09 －

2022年３月期第３四半期 45.02 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 109,250 52,573 48.1

2022年３月期 104,908 54,381 51.2

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 52,556百万円 2022年３月期 53,687百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 75.00 75.00

2023年３月期 － － －

2023年３月期（予想） 75.00 75.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 370,000 27.9 0 △100.0 100 △96.9 0 △100.0 0.00

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022

年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載してい

ません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 13,046,591株 2022年３月期 13,046,591株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 2,110,466株 2022年３月期 2,139,955株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 10,923,456株 2022年３月期３Ｑ 10,891,221株

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変　　

更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響から持ち直しの動きが

見られました。その一方、長期化するウクライナ情勢など地政学的リスクの顕在化や世界的な原材料および資源価

格の高騰、為替相場の急激な変動など予断を許さない状況が依然として続いています。年末にかけては、同感染症

の第８波到来も懸念され、先行きの不透明感がより一層強まりました。

　国内エネルギー業界においては、主力の石油類・ＬＰガスの仕入価格に影響を及ぼす原油価格・プロパンＣＰに

つき、主要先進国の金融引き締めによる景気後退懸念から下落基調に転換したものの、ロシア産原油の供給を巡る

不透明感は根強く、急激な円安進行もあいまって、円換算では高値圏で推移しています。また、電力業界において

も、節電要請が夏場に続き12月にも改めて発出されるなど厳しい需給状況が続き、卸電力市場の不安定な動向に加

えて電力仕入調達価格が高止まりしており、電力事業の拡大を目指す当社にとってのリスクが継続しています。さ

らに、長期的な観点でも、2050年カーボンニュートラルの実現に向けた第６次エネルギー基本計画が2021年10月に

閣議決定されるなど、当社を取り巻く事業環境は大きく変化しています。

　このような環境の中、当社グループは、「Challenging New Worlds with Big Sky-thinking ～大胆な発想で新

しい世界への挑戦～」をスローガンとした第二次中期経営計画の最終年度を迎えました。本中期経営計画において

は、既存事業の選択と集中、低効率資産の活用・売却による資本効率の改善を推進するとともに、シェアサイクル

事業や再生可能エネルギー事業など新規事業への戦略投資を実行し、第三次中期経営計画での躍進に向けた基盤整

備を進めています。また、前期に引き続き、ＤＸ推進に向けたＩＴ関連投資や人財関連投資を加速させています。

　当第３四半期連結累計期間の業績については、原油価格やプロパンＣＰの高騰に伴う販売単価の上昇により、売

上高は2,353億97百万円（前年同期比28.8％増）となりました。

　利益面は、石油類で差益を確保した一方、ＬＰガスや電力の売上総利益の悪化が影響し、売上総利益は235億83

百万円（前年同期比0.5％減）となりました。

　営業損益については、ＩＴ関連投資を含む支払手数料や人件費等の増加に伴い販売費及び一般管理費が９億49百

万円増加した影響などにより、営業損失４億65百万円（前年同期は営業利益６億２百万円）となりました。

　経常損益については、持分法による投資損失２億46百万円を計上したことなどにより、経常損失２億30百万円

（前年同期は経常利益10億87百万円）となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純損益については、第１四半期連結会計期間に東京都品川区の固定資産売却益21億

円を特別利益として計上した一方、韓国の大型陸上風力発電事業に関連して保有する固定資産の帳簿価額から正味

売却価額を除いた20億４百万円を減損処理し、当第３四半期連結会計期間に特別損失として計上したことなどによ

り、親会社株主に帰属する四半期純損失７億76百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益４億90百万

円）となりました。

　なお、特別損失の計上に関する詳細は、本日公表の「特別損失・特別利益の計上及び通期連結業績予想の修正に

関するお知らせ」を参照ください。

　セグメント毎の取り組み状況は次のとおりです。

［エネルギー卸・小売周辺事業（ＢｔｏＣ事業）］

　売上面は、主力の「ＬＰガス・灯油販売」で原油価格やプロパンＣＰの高騰に伴い販売単価が大幅に上昇し、増

収となりました。一方、利益面は、住設機器等の増販があった一方、電力やＬＰガスの総利益悪化が影響し、営業

赤字となりました。なお、新たな収益源確保に向けた取り組みとして、当第３四半期連結会計期間より、関東エリ

アにおいて不動産の売買・管理等を行う不動産事業を開始しました。

［エネルギーソリューション事業（ＢｔｏＢ事業）］

　売上面は、主力の石油事業でＢｔｏＣ事業と同様に原油価格の高騰に伴い販売単価が大幅に上昇し、増収となり

ました。一方、利益面は、電力販売において調達コストの大幅な上昇の影響を受けたものの、石油事業において原

油市況の変動に対応した仕入施策により差益を確保いたしました。また、船舶燃料部門における東アジアの需要が

日本に集まる中、長期契約案件の獲得に成功し、全体としては、前期比でプラスに推移しました。
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［非エネルギー事業］

　全体としては、抗菌事業の需要一服と建物維持管理事業で発生した大型案件のずれ込みなどがあった一方、シェ

アサイクル事業が好調に推移したことなどにより、増収増益となりました。

　事業別の状況は、次のとおりです。

　自転車事業（シナネンサイクル株式会社）は、海外輸送費や原材料価格の高騰などに対応した価格改定を実施し

たものの、外部環境が想定以上に変化し、減益となりました。

　シェアサイクル事業（シナネンモビリティＰＬＵＳ株式会社）は、収益性の高いターゲットエリアを中心にシェ

アサイクルサービス「ダイチャリ」の拠点開発を推進するとともに、新たな地方自治体との実証実験を開始し、

2022年12月末現在、ステーション数は3,000カ所超、設置自転車数は10,000台を超える規模まで拡大しました。利

用データを活用した運営効率化も進めており、昨年４月に行った価格改定の効果も相まって、事業全体として好調

に推移しました。

　環境・リサイクル事業（シナネンエコワーク株式会社）は、主力の「木くずリサイクル」において、新設住宅着

工戸数の伸び悩みによる建築系廃棄物の発生量減少が影響し、減収減益となりました。

　抗菌事業（株式会社シナネンゼオミック）は、新型コロナウイルス感染症拡大による抗菌需要が一服した影響に

より減益となりました。なお、新たな成長戦略として、「吸着剤」の事業拡大や中国市場での拡販に向けた取り組

みを進めています。

　システム事業（株式会社ミノス）は、主力のＬＰガス基幹業務システムの安定的な貢献に加え、電力自由化に対

応した顧客情報システム（電力ＣＩＳ）が伸長し、好調に推移しました。また、当期より、2028年３月期中のリリ

ースに向けて、次世代システムの開発をスタートさせています。

　建物維持管理事業の中核となるタカラビルメン株式会社は、マンション・斎場など定期管理業務の安定的な貢献

に加えて集合住宅の運営管理業務のエリア拡大が順調に進みました。また、マンション共用部の清掃業務も好調に

推移し、増収となりました。一方、利益面は、当期より受託開始した大型物件の立上げに伴う経費が先行して発生

し、減益となりました。なお、新たに公営斎場の運営を受託するなど、次期以降の安定収益確保に向けた成果が表

れています。また、建物維持管理事業を手掛けるグループ４社については、グループシナジーやスケールメリット

を求め来期に向けた統合への取り組みを進めており、昨年10月より統合推進室を本格稼働させています。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの名称を「非エネルギー及び海外事業」から「非エネルギー

事業」に変更しています。この変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。

（２）財政状態に関する説明

　総資産は、前期末と比較して43億42百万円増加し、1,092億50百万円となりました。主な要因は、季節変動に伴

う売上債権の増加21億20百万円、現預金の増加10億38百万円、評価替等による投資有価証券の増加７億80百万円に

よるものです。

　負債は、前期末と比較して61億50百万円増加し、566億77百万円となりました。主な要因は、季節変動に伴う買

入債務の増加65億57百万円によるものです。

　純資産は、前期末と比較して18億７百万円減少し、525億73百万円となりました。主な要因は、支払配当金８億

17百万円を含む利益剰余金の減少15億94百万円によるものです。

　以上により、自己資本比率は前期末と比較し3.1ポイント減少し、48.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の通期業績予想については、本日（2023年１月31日）連結業績予想を修正いたしました。詳細は、

本日公表の「特別損失・特別利益の計上及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」を参照ください。

　なお、配当につきましては、安定的な配当を継続する基本方針のもと、前回発表の予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,245 11,283

受取手形、売掛金及び契約資産 38,786 40,907

商品及び製品 6,801 6,779

仕掛品 2,146 2,825

原材料及び貯蔵品 54 55

その他 3,806 4,564

貸倒引当金 △42 △69

流動資産合計 61,798 66,345

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,415 6,357

土地 11,038 11,012

建設仮勘定 2,658 2,303

その他（純額） 7,989 7,737

有形固定資産合計 28,102 27,411

無形固定資産

のれん 2,407 1,818

その他 963 955

無形固定資産合計 3,371 2,774

投資その他の資産

投資有価証券 7,601 8,381

長期前払費用 1,487 1,499

その他 4,176 4,377

貸倒引当金 △1,628 △1,538

投資その他の資産合計 11,636 12,720

固定資産合計 43,110 42,905

資産合計 104,908 109,250

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,354 38,911

短期借入金 964 757

未払法人税等 1,260 731

賞与引当金 1,282 537

その他 6,516 7,736

流動負債合計 42,377 48,675

固定負債

長期借入金 2,922 2,584

役員退職慰労引当金 26 18

退職給付に係る負債 505 539

資産除去債務 535 579

その他 4,161 4,279

固定負債合計 8,149 8,001

負債合計 50,527 56,677

純資産の部

株主資本

資本金 15,630 15,630

資本剰余金 7,726 7,753

利益剰余金 34,401 32,807

自己株式 △5,555 △5,473

株主資本合計 52,201 50,717

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,402 1,637

繰延ヘッジ損益 88 142

為替換算調整勘定 △5 58

その他の包括利益累計額合計 1,485 1,838

非支配株主持分 693 17

純資産合計 54,381 52,573

負債純資産合計 104,908 109,250
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 182,719 235,397

売上原価 159,016 211,813

売上総利益 23,702 23,583

販売費及び一般管理費 23,100 24,049

営業利益又は営業損失（△） 602 △465

営業外収益

受取利息 34 26

受取配当金 155 200

保険返戻金 35 23

その他 374 385

営業外収益合計 600 635

営業外費用

支払利息 70 61

持分法による投資損失 17 246

その他 27 93

営業外費用合計 115 400

経常利益又は経常損失（△） 1,087 △230

特別利益

固定資産売却益 273 2,353

その他 20 2

特別利益合計 294 2,356

特別損失

固定資産除却損 159 48

のれん償却額 - 409

減損損失 - 2,004

その他 34 108

特別損失合計 194 2,571

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
1,187 △445

法人税等 708 1,023

四半期純利益又は四半期純損失（△） 478 △1,468

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
490 △776

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △11 △692

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △41 234

繰延ヘッジ損益 11 54

為替換算調整勘定 4 68

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 9

その他の包括利益合計 △25 366

四半期包括利益 452 △1,102

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 465 △423

非支配株主に係る四半期包括利益 △12 △678

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）

- 6 -

シナネンホールディングス株式会社（8132）2023年３月期　第３四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が 四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。
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